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要約

筑波大学鮒縞駒場中・高等学校技芸科

市JI! 道和・土井宏之・小宮一浩

植村 徹

平成 19年度より継続実施されている文部科学省スーパーサイエンス・ハイスクール (SS H) プログラム

の中で、技芸科は f先端技術・研究の成果を活かした授業の普及と次iit{~ S S日教員の養成」に参画し、今年

度その2年目を迎えた。初年度の準備段階を経て、学習ブ。ログラムを試験的に実施段階に移す必要があり、

期ワークショップ、教育研究会公開授業、教育研究会体験講座の機会を得て、限定的な授業実践に踏み切った。

もとより本教科は、技術・家庭科、家庭科、中高美術科、中高音楽科、工芸科、書道科、情報科からなる連合

体であるが、教科フ。ロジェクトとして役割を分担し、かっ一体となって SSHプiコグラムを推進した。
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1 はじめに

平成 18年度に次期 SSH (5年間)への継続が決

定された後、その実施内容・計画について各教科へ打

診された際に、技芸科は「先端技術・研究の成果を活

かした授業の普及と次世代SSH教員の養成Jに関す

る計画を作成・提出した。{也教科と異なり、技芸科は

技術・家庭科、家庭科、中高美術科、中高音楽科、工

芸科、書道科、情報科からなる教科連合体であるから、

技芸科内の各教科担当者間で互いに大きな隔たりが存

在している。直接SSHプログラムの計画・実施に当

たるのは、技術科・情報科・工芸科(市)11)と家庭科-

i青報科(植村)であるが、夏期ワークショップ等の実

施にはとても力不足であり、隔たりがあるとは言え美

術科(土井上音楽科(小宮)、さらに非常勤講師から

も協力を得ることが不可欠で、あった。

このような体制下で 技芸科は教科，フ。ロジェクトと

して夏期ワークショップ 教育研究会公開授業、教育

研究会体験講座を乗り切ってきた。 SSHプログラム

の内容詳細は別途SSH研究報告としてまとめるので、

本報告では教科プロジェクトの側から、技芸科SSH

プログラムの実施・運営状況を報告する。

2 SSH運営指導委員会

SSH運営指導委員会における今年度の技芸科委員

は、昨年度に引き続き家庭科・情報科の植村が担当し

た。昨年度最後の委員会において、植村から今年度の

実施計画として以下の 6点が説明された。

1. 第 l年次に獲得した機材の操作方法・判Il夏、 J確認

された機能に基づいて教材を完成させる。

2.最小規模で学習ブ。ログラムを実施するのに必要な

数量 (7グループ分)を確保する。

3. サイエンス・コミュニケーション能力獲得の第 1

段階として、 fテクノロジーの認識J"-' rテクノロジ

ーの体験j を目指す。

4. 学期末の特別授業期間や夏期休業期間などで 1'"'"'

2日間にわたって学習プログラムを集中的に開催す

る。

5. 学習活動として講師によるレクチャ一、調査・研

究、実験・実習、製作・組み立て、発表から構成す

る。レクチャーと発表以外の場面では、教員や大学

院生による補助スタップ (3名程度)が学習活動を

支援するワークショップの形態をとる。

6. ローランドDG社、マイクロテクニカ社等との連

携を図り、学習フoログラムの開催に関して協力関係

を獲得する。

4. および5‘に示した方針から、今年度は仮に限

定的で、あっても、実際に学習フ。ログラムを実施しなけ

ればならない段階にあり、そのための推進体制を早急

に確立しなければならなかった。今年度 1学期の技芸

科教科会において、今年度夏期ワークショップを開催

すること、教育研究会でSSH成果を利用した研究授

業を行うこと等をJ確認し、教科・科目の隔たりを越え、
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役割を分担して技芸科を挙げて SSHプログラムに取

り組むことを確認した。

6.に示したいくつかの企業との協力関係構築では、

比較的早い段階でローランドD G社と接触することが

でき、また技術者派遣の決定をいただいた。

3 夏期ワークショップ開催

今年度の技芸科 SSHプログラムは、夏期休業中に

開催するワークショップに中心を量くことにした。

諸々の準備日程に加えて技芸科内で関係者の都合を調

整した結果、 7月 29日(火)と 30日(水)の 2日間

に開催することにした。当日までの期間と開催当日に

ついて、概ね以下のような業務を設定し、教科内で適

切に分担することにした。

・ワークショップ内容の計画・準備

ワークショッフ。で、実施する活動内容の計画および準

備は、当日の指導担当者でもある市)11が担当した。 r3

Dプロックーを用いたものづくりJの教材自体が元々

市)11の教材研究に基づいたものであり、活動に必要な

機材や材-料の調達等も全極的に市)11が担当した。

・ワークショップの指導

当日のワークショップ活動内容の運営、参加者の指

導も主に市)11が担当した。 1日目の講義 rCAD'C 

AMの世界Jは、筑波大学農林工学系講師の長谷川英

夫先生にお願いした。長谷川先生は、同じく筑波大学

農林工学系教授の佐竹峰顕先生に紹介をいただいた制

御工学の専門家である。 2日目の講義 rR0 1 a n d 

MDXについてJは、 R0 1 a n d DG社の砥!1J博行

氏が引き受けて下さった。砥IJJ氏および同社の加茂氏

は、本校が 3Dプロッターを導入した時点から接触が

あり、教育利用に関する様々な技術的助言をいただい

た。また両日とも、東京都文京j玄立第三中学校の松本

誠之氏、ローランドDG社の加茂氏、本校技芸科非常

勤講師(技術科)で東京学芸大学教育学部大学院生の

永棒i吾氏に補助スタップとして当自の実習のサポート

をお願いした。

・参加者の募集

初年度の尚子でもあり、最初から多人数でのワーク

ショップ開催は密難であるから、夏期ワークショップ

は参加者の定員を 12名とした。図 1のような募集要項

を作成し、 HRを介して高校生全員に配布した。また、

募集要項に合わせて掲示用のポスターを作成すること

にした。このポスターは、市)1Iが必要な素材を用意し

た後、美術科の土井にデザ、インと作成を依頼した。数
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図3 SSHワークショップポスター

日のうちに図 2・図 3の2点が出来上がり、密 3の方

を学校内の各所にしばらく掲示した。参加者定員 12

名に対して申込者数は 13名で、あったが、全長ワークシ

ョップに参加させることにした。

-ワークショップの記録

ワークショップ当日の記録は、その一切を音楽科の

小宮が担当した。 3Dプロックーやノミーソナノレコンピ

ュータなどの機材利用の様子や、またワークショップ

の指導ーやサポートの様子を詳細に記録する必要があっ

た。同時に参加者である生徒の表情も捉えておく必要

があり、通常の写真(デジタノレカメラ)に加えて、ワ

ークショップの一部始終をビデオカメラで記録しでも

ることでビデオ映像が再生される。特に 3Dプロッタ

ーの動作が克明に記録されており、動作音も再生され

るため向様の機材を使用する場合に、学習環境を想定

する上で非常に有効であると考えられる。J.lIJページに

おいては、機材の詳細や使用方法、参加した生徒の表

情などもよく捉えられている。長谷川先生、砥山先生

の講義に使用されたプレゼンテーションファイノレは、

問先生から許諾いただける範囲内でスライド画面を掲

載した。

らうことにした。記録以外に、事前の請求や受け渡し 図4 SSH技術・情報科プログラムWEBページ

も含めて講師への謝金の処理、その講師の当日案内も

小宮が担当した。

4 ワークショップ成果の発信

夏期ワークショップ開催中の様子、ワークショップ

の成果等は、 WEBページ rSSH技術・情報科ブoロ

グラムj を作成してできるだけ速やかに発信するよう

にした。 WEBページの構成、コンテンツ作成・更新

等の作業は、家庭科・情報科の植村が担当した。以下

がそのアドレスである。

http://komabano.xrea. jp/ssh/modules/menu/main.ph 

p?page_id司&op=cha問 eyage(S S H) 

現在は本校公式!WEBページにもリンクがある。

11ttp://www.komaba-s.tsukuba.ac.jp/official/index 

4旦(筑波大学鮒属駒場中・高等学校WEB)

図4・図 5~こ\VEBページの一部を示す。いくつかの
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1事前 1(. ffi~ 罫広詰fちす~Ißfi

iJi絡先

ワークショッブ1臼呂

1.CAD・CAMの1世界へのl.、さない

写真には動画がリンクされており、画面をク yックす 国5 SSH技術・情報科プログラムWEBページ
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5 補助スタッフ

昨年度の計画では、ワークショップ当日の補助スタ

ップには、制御工学や材料加工学、および理工系の教

育学を専攻する学生・大学院生に協力を求めようとし

ていた。先述したように、今回は公立中学校の技術科

担当の教員(松本氏)と、本校技術科非常勤講師(永

津氏)に依頼し、ローランドDG社の砥山氏と加茂氏

も2自国?ともお手伝い下さった。

ワークショップの開催直前に補助スタップの打ち合

わせを行い、特に機材の取り扱いに関して生徒が当惑

しそうな部分について、サポートの要領を入念に碓認、

した。小出の切出IjJ)D工機とはいえ、扱い方を誤ると材

料や切削工具が破損して飛散し危険な場合がある。不

適切な操作によって、実習中に怪我を負う可能性もあ

るので、危険防止の点からも補助スタップによるサポ

ートや事前の打ち合わせば重要である。

本来ならばワークショッフ。で、の補助スタップは、理

工系の教科で教職を削哲す大学生や大学院生に求めた

い。可能ならば本学(筑波大学)に人材を求め、本校

教科プロジェクト封劇持した教職志望の人材育成に結

び付け-られないかと考えている。

なお、ワークショップ当日には、ワークショップ参

観者としてマイクロソフト社から 1名、教科書会社か

ら1名の参加があった。

6 教育研究会、体験講座

教育研究会における公開授業、研究協議会の開催に

ついては、これまで、も当該教科の担当者が発表を担当

した報告書を参照されたい。

教育研究会2日臣に、研究会の参加者(主に教員)

を対象に研究授業で使用した教材等を体験いただく

「体験講座jが開催された。「コンヒ。ュータベースのも

のづくり j のタイトルで、 3Dプロッターによる製品

加工、 3DCGソフトウェアを用いた製品の設計デザ

インを実際に体験してもらう内容で、あった。「生徒と教

員が作り上げるj の主旨を損なわないために、夏期ワ

ークショッフ。および前日の公開授業の両方に参加した

生徒 1名に、外部からの参加者に対する補助スタップ

を依頼した。その外部からの参加者がわずか3名だ、っ

たので、また必要な機材に余裕があったので、市)11以

外の技芸科教員にもあらためて rCAD.CAMの世

界Jを体験してもらうことにした。来年度のSSHワ

ークショップは、今年度の経験を生かして進めていく

ことになるので、来年度も教科プロジェクト的な協力

関係を維持するためにも、このような体験は有効であ

ると考えられる。

し{也教科担当者が補助的役割を果たすことで機能して 図6 教育研究会研究授業の様子

きた。今年度は芸術科工芸(市)I J)が発表を担当する

ことになっており、「ア。ロダクトデザイン (3DCGか

らプロトタイピングへ)Jというタイトルを設定した。

これは r3 Dプロッターによるものづくり j と連携し

た内容であり、 SSHワークショップに準じた形式を

;采ることになった。

公開授業の内容はワークショップとほぼ向様で、音

楽科の小宮が記録、家庭科・情報科の植村がWEBペ

ージの作成を担当し 実習中は美術科の土井も加えて

補助スタッフとして協力してもらった。教科外、専門

外からのサポートで、はあったが、夏期ワークショップ

の経験を生かして、操作手Jl債の確認や作業中の危険防

止の点で、は十分で、あった。公開授業および研究協議会

の詳細な内容については、音楽科の小宮が記録・作成

7 まとめ

平成 19年度に隣始した 5年間の SSHプログラム

で、最初のワークショップは技芸科教科プロジェクト

として技芸科内の協力関係を得ることで、何とか成功

させることができた。来年度以降も教科プロジェクト

として継続するわけではないが、今年度教科フ。ロジェ

クトを通して得られた SSHプログラム推進のための

ノウハウは大きく貴重であり、残る 3年間の計画実施

に活用していきたいと考える。
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